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質問項目を列記しますが、多くは具体的な返答がありません。 

① 大島架橋の開通がせまっています。市には島民や議員から要望、提案が多々寄せられてきたはずですが、 

架橋建設決定から現在まで大島にどのような施策を実施してきたのでしょうか。具体例を尋ねます。 

② 橋が開通すると、数千台から一万台もの車が大島に流入すると予測されています。駐車場とトイレの整備計画を

尋ねます。  

③ 島内道路は県道・市道ともに整備が遅れています。橋が開通する前に舗装整備される市道はどこか尋ねます。

そして島民が求めていた県道拡幅舗装が確実に行われるのかを尋ねます。 

④ 開通までに橋の両端に防犯カメラを設置し、島内の街路灯を整備しなおして安全対策を講ずることができるか

を尋ねます。 

⑤ 観光客が滞在宿泊するために小田の浜、田中浜の整備と島内遊歩道の整備が必要です。「みちのく潮風トレイ

ル」のコース整備が橋の開通前にできるのかを尋ねます。 

⑥ 架橋道路の完成が２年遅れることになり、ウエルカム・ターミナルの完成も遅れます。物販施設がない状態で開

通すれば、観光客への販売機会を逃し大きな損失となります。この損失を少しでも食い止めるために仮設店舗を

設置すべきと考えます。完成までの間、仮設店舗での営業ができるか尋ねます。 

⑦ 交通渋滞、交通事故が多発すると考えられます。市はその対策をどのように考えているか具体策を尋ねます。 

⑧ 盗難、密漁、ごみの不法投棄等への対策を市は、どのように考えているのかを尋ねます。 

⑨ 市長の施政方針において、「定期的な水質調査により河川の水質を監視」とあります。ホタテの貝毒や磯焼けの

原因を解明するための「海の水質調査」は行わないのか尋ねます。 

⑩ 市税収入６４億に対し人件費７０億です。このことに対して市長はいかに思うか尋ねます。 

① の質問に受け入れ施設の具体例は示されず、②に関しては駐車場が亀山中腹に６０台、

小田の浜７０台、トイレは仮設で数か所の答えで、不十分な整備計画です。 

③ 大島の市道は大向１号線、１５号線、１７号線の年度内完成が明言され、他の市道も今後

いくつか整備する方針とのことで、引き続いて要請していきます。 

④ 本土側に橋の管理カメラが付くが大島側はなし。警察へ交通カメラの設置を求める予定。 

⑤ 遊歩道は環境省、県、市とそれぞれの管理区間があり縦割り行政の弊害がここにもある。 

⑥ 民間モールの早期完成を目指すとのことだが、トイレの問題をかかえている。 

⑦ ⑧については今後に具体策を検討するとのことで、さらなる要請を続けます。 

⑨ 貝毒、磯焼けの対策は沿岸漁業者にとって死活問題。さらなる原因究明と対策を。 

⑩ この質問に対しては明快な答えはなく、行革にむけて今後も質問していく予定。 

今回の質問は担当部署に具体的な対応を求めて行くためのもので、成果はこれからです。 



巨大防潮堤建設に対する反対討論 

今議会において、１９号議案に対し私を含めて３名の反対討論がありました。 

議案に対して賛成、反対の意見を言うのが討論です。最初は反対の討論、次に賛成の討論、さらに反対

討論、賛成討論と交互に発言していくのですが、今回は反対討論３名に対して賛成討論は１名でした。 

反対討論は私と三浦友幸議員、熊谷一平議員が行い、及川善賢議員が賛成討論を行いました。 

討論のあと起立採決となりますが、賛成の議員は起立します。反対として座っていた議員は上記３名と 

今川悟議員、菅原雄治議員、村上伸子議員の３名で、この議案は賛成１７、反対６で可決となりました 

 

私は１９号議案について反対の立場で討論いたします。 

この議案は、二十一浜漁港海岸に造る巨大防潮堤建設の議案です。 

国道４５号の海側、海岸にそって高さ１４.７ｍの直立防潮堤と特殊提を、２６億７８４０万円もの

予算をかけて建設するというのです。ここは中島海岸と一緒のくくりで、防潮堤の高さが１４.

７ｍに設定されました。しかし、中島海岸とは状況が全く異なります。 

この防潮堤の防護対象は市道と家一軒です。国道４５号は１６.３ｍの高さで水が通り抜け

るように造り直され、防護対象ではありません。防護対象となる１軒の家は、海岸から山側に

１ｋｍほど離れた所にあります。その家を守るために１ｋｍも離れた海岸に、２６億７８４０万

円もの予算をかけて、高さ１４.７ｍの巨大防潮堤を建設するというのです。この家は T.P＋

９ｍの高さに建っていますから、この家を守るためなら、５.７ｍの高さで家の近く、あるいは

家の周りに防潮堤を造れば、工事費用は数十分の 1で済みます。そのように計画を変更す

れば工事費用を縮小するだけではなく、海の景観が守れ、見通しの良い自然の海岸になり、

子供たちも遊べます。南三陸町から気仙沼市に向かい国道４５号を車で走ると蔵内海岸、

二十一浜と海の見える美しい景観が続きます。それは気仙沼市にとって大事な観光資源

です。美しい海と海岸をコンクリートの直立の壁で覆い隠す計画は見直すべきです。私は

過大な建設計画を取り止め、計画を作り直し、改めて住民と協議するべきと考えます。 

以上反対討論といたします。 


